
『
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
第
四
十
七
号

二
〇
二
〇
年
三
月
刊

　別
刷

史
料
紹
介

紀
伊
国
林
家
文
書
に
み
え
る
村
落
定
書
に
つ
い
て

　薗
部

　寿
樹



  

昨
年
、
私
は
紀
伊
国
和
太
荘
公
文
で
あ
る
林
家
の
文
書
中
に
み
え
る
二
点
の
村
落
定

書
を
紹
介
し
た
（「『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
』
そ
の
後
」、『
山
形
県
立
米
沢
女
子

短
期
大
学
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
四
六
号
、
二
〇
一
九
年
。
以
下
、
前
稿
と
称
す
）。

ま
ず
、
そ
の
う
ち
の
一
点
に
つ
い
て
誤
読
が
あ
っ
た
の
で
、
修
正
し
た
翻
刻
文
を
示
す

（
入
間
田
宣
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

史
料
１　

一
四
四
六
（
文
安
三
）
年
九
月
日
五
ヶ
庄
四
ヶ
郷
笠
懸
射
手
置
文
（
林
家
文

書
九
六
号
）

　
　
（
端
裏
書
）「
吉
原
郷
九
月
御
神
事
い（

射
手
）て
の
日
記
」

　
　

定
置　

五
ヶ
庄
四
ヶ
郷
御
か（

笠

懸

）

さ
か
け
い
て
の
事

　
　
　
　
　

合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村

　
　
　

左　

田
所
殿
・
惣
追
捕
使　
　
　
　
　

武
□
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
幸
（
花
押
）

　
　

一
中　

地
頭
御
方
御
代
官
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林

　
　
　

右　

土
屋
殿
・
公
文
殿　
　
　
　
　
　

秀
光
（
花
押
）  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
幸
（
花
押
）

　
　

右
、
任
於
向
後
者
、
此
旨
座
し
て
、
毎
年
御

      　

 　
（
被
カ
）

　
　

神
事
彼
取
納
候
へ
く
候
、
仍
為
後
日
、
置
文
之

　
　

状
、
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
業
（
花
押
）

　
　
　
　
　

文
安
三
年
丙寅
九
月
日　
　
　

土
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
吉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
頭
御
代
官
六
郎
（
花
押
）

　
　
　

同
中
間
ハ
い
つ
れ
も
年
次
第
ニ
座
し
て

　
　
　

候
へ
く
候

　
　

如
此
置
文
、
田
所
方
・
土
屋
方
ニ
在
之

　

こ
れ
は
、
一
四
四
六
（
文
安
三
）
年
九
月
五
ヶ
庄
四
ヶ
郷
笠
懸
射
手
置
文
で
あ
る
。

入
間
田
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
田
所
秀
光
を
田
所
秀
業
と
改
め
た
以
外
は
、
前
稿
と
か
わ

り
は
な
い
（
本
稿
で
も
引
き
続
き
、
こ
の
文
書
を
史
料
１
と
す
る
）。

  

ま
た
前
稿
で
は
史
料
二
と
し
て
、
一
四
九
四
（
明
応
三
）
年
正
月
七
日
和
太
荘
吉
原

座
定
書
（
林
家
文
書
一
五
八
号
）
を
紹
介
し
た
。

  
そ
の
後
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
八
日
〜
三
〇
日
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る

林
家
文
書
を
調
査
し
た
（
前
稿
で
は
「
寄
託
」
と
記
し
た
が
、「
所
蔵
」
が
正
し
い
の
で
、

訂
正
す
る
）。

　

そ
の
折
に
、
一
四
九
五
（
明
応
四
）
年
正
月
九
日
の
年
紀
を
持
つ
、
前
欠
の
吉
原
郷

座
衆
中
の
村
落
定
書
（
林
家
文
書
一
六
三
号
）
を
見
付
け
た
。
当
初
は
新
出
の
村
落
定

　紀
伊
国
林
家
文
書
に
み
え
る
村
落
定
書
に
つ
い
て

薗
　
部
　
寿
　
樹

史
料
紹
介
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書
だ
と
思
っ
た
が
、
よ
く
み
る
と
筆
跡
・
料
紙
の
大
き
さ
・
紙
質
な
ど
が
一
五
八
号
と

同
じ
で
は
な
い
か
と
気
付
い
た
。

　

そ
れ
で
、
両
者
を
並
べ
て
子
細
に
観
察
す
る
と
、
一
五
八
号
の
末
尾
に
一
六
三
号
が

つ
な
が
る
も
の
と
判
明
し
た
。
ま
た
糊
代
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
一
五
八
号
の
末
尾
に
、

一
六
三
号
文
書
「
右
」・「
是
」・「
正
」
の
残
画
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
い
た
（
写

真
２
、
接
合
部
分
写
真
の
○
囲
み
の
箇
所
）。
全
体
を
見
渡
す
と
、
二
つ
の
文
書
の
虫

食
い
状
況
も
似
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
文
書
を
並
べ
た
写
真
１
（
本
稿
で
も
こ
れ
を
史
料
２
と
す
る
）
と
接
合

部
分
を
接
写
し
た
写
真
２
を
示
す
。
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史
料
２　

林
家
文
書
一
五
八
号
・
一
六
三
号

　
　

（
端
裏
書
）「
甲
寅
吉
原
座
衆
定
所
状
」

　
　
　

和
太
庄
吉
原
座
衆
入
候
付
、
前
後
お
定
候
、

　
　
　

藤
原
之
衛
門
三
郎
よ
り
下
お
定
所
如
件
、

　
　
　
　
　

合
明
応
三
年
甲寅
正
月
七
日
ヨ
リ

　
　

一
番　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　

藤
原
衛
門
九
郎　
　
　

藤
原
衛
門
四
郎

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　

四

　
　
　

忌
部
刑
部
大
郎　
　
　

紀
之
源
志

　
　

五　
　
　
　
　
　
　
　

六

　
　
　

紀
之
平
二
郎　
　
　
　

藤
原
宮
松

　
　

七　
　
　
　
　
　
　
　

八

　
　
　

藤
原
刀
袮
法
師　
　
　

藤
原
森
楠

　
　

九　
　
　
　
　
　
　
　

十

　
　
　

藤
原
宮
石　
　
　
　
　

忌
部
松
石

　
　

 

十
一　
　
　
　
　
　
　

十
二

　
　
　

藤
原
千
代
法
師　
　
　

藤
原
宮
鶴

　
　

十
三　
　
　
　
　
　
　

十
四

　
　
　

忌
部
宮
法
師　
　
　
　

藤
原
若
松

　
　

十
五　
　
　
　
　
　
　

十
六

　
　
　

藤
原
岩
法
師　
　
　
　

忌
部
二
郎

　
　

十
七　
　
　
　
　
　
　

十
八

　
　
　

忌
部
楠
法
師　
　
　
　

紀
之
宮
法
師

　
　

十
九　
　
　
　
　
　
　

廿　
　
　
　
　
　

廿
一

　
　
　

藤
原
兵
衛
二
郎　
　
　

藤
原
楠
石　
　
　

藤
原
寅
石

　
　

廿
二　
　
　
　
　
　
　

廿
三

　
　
　

藤
原
楠
法
師　
　
　
　

藤
原
ト
ラ
法
師

　
　

廿
四　
　
　
　
　
　
　

廿
五

　
　
　

藤
原
菊
石　
　
　
　
　

紀
之
楠
千
代

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　

右
如
是
、
定
を
き
し
者
、
甲
寅
之
正
月
ヨ
リ
同
乙
卯
之

　
　

正
月
九
日
ニ
神
前
に
て
定
候
、
已
後
於
此
背
旨
候
ハ
ん
す
る

　
　

輩
者
、
神
令
可
背
者
也
、
仍
定
處
如
件

　
　
　
　

于
時
明
応
四
年
乙卯
正
月
九
日  

吉
原
郷
座
衆
中

　

林
家
文
書
一
五
八
号
の
端
裏
書
を
現
代
語
訳
す
る
と
「
甲
寅
の
年
（
明
応
三
年
）
の

吉
原
座
衆
に
つ
い
て
の
村
落
定
書
で
す
」
と
あ
る
。
そ
し
て
本
文
冒
頭
に
は
「
和
太
庄

吉
原
座
に
座
衆
が
（
多
数
）
入
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
座
席
の
前
後
を
定
め
ま
し
た
。

特
に
藤
原
の
衛
門
三
郎
よ
り
下
の
座
席
を
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
」
と
記
す
。

藤
原
の
衛
門
三
郎
に
つ
ぐ
一
番
の
藤
原
の
衛
門
九
郎
か
ら
二
五
番
の
紀
の
楠
千
代
ま

で
の
座
席
が
順
番
に
記
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
一
五
八
号
は
、
こ
こ
で
記
述
が
途
切
れ

て
い
る
。

　

そ
し
て
一
六
三
号
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
現
代
語
訳
）。

　

右
、
こ
の
よ
う
に
定
め
置
い
た
の
は
甲
寅
（
明
応
三
年
）
正
月
よ
り
同
じ
（
明

応
の
）
乙
卯
（
明
応
四
年
）
正
月
九
日
に
、神
前
に
お
い
て
定
め
た
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
こ
の
内
容
に
背
い
た
輩
は
、
神
様
の
命
令
に
背
い
た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ

て
以
上
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
　
　
　

明
応
四
年
乙
卯
正
月
九
日  

吉
原
郷
座
衆
中

　

一
五
八
号
と
一
六
三
号
を
接
合
し
て
一
具
の
文
書
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、
明
応
三
年

に
定
め
た
座
次
に
つ
い
て
問
題
が
生
じ
た
の
で
、
翌
明
応
四
年
に
改
め
て
そ
の
内
容
を

確
認
し
て
記
録
し
た
と
い
う
経
緯
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
た
前
稿
で
は
一
五
八
号
に
み
え
る
定
書
文
言
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
定
書
だ
と
命
名
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し
た
。
し
か
し
、
一
六
三
号
に
は
「
定
を
き
し
」（
定
め
置
き
し
）
と
い
う
文
言
が
あ

る
の
で
、
総
体
と
し
て
は
置
文
だ
と
判
断
で
き
る
。

　

従
っ
て
、
一
五
八
号
と
一
六
三
号
と
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
文
書
（
史
料
２
）
を
あ
ら

た
め
て
、
一
四
九
五
（
明
応
四
）
年
正
月
九
日
和
太
荘
吉
原
座
衆
中
置
文
（
林
家
文
書

一
五
八
・
一
六
三
号
）
と
命
名
す
る
。
明
応
三
年
に
決
め
た
座
次
を
明
応
四
年
に
確
認

し
た
文
書
な
の
で
、
現
状
記
録
的
な
置
文
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
、
も
う
一
通
、
興
味
深
い
文
書
を
見
出
し
た
。

史
料
３　

林
家
文
書
二
五
一
号　

※
「
」
内
は
追
筆

　
　

天
文
十
年
辛丑
十
二
月
日

　
　

御
中
言
御
米

　
　
　
　
　
　

借
日
記

　
　

〽
弐
斗　
「
新
五
斗
」
新
介
方

　
　

〽
弐
斗　
「
五
斗
」
安
主

　
　

〽
二
斗　

大
郎
衛
門

　
　

〽
二
斗　

同
衛
門
太
郎

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
五
郎
衛
門

　
　

〽
二
斗　

四
郎
大
夫

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
次
郎
衛
門

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
新
衛
門

　
　

〽
二
斗　

新
左
衛
門

　
　

〽
二
斗　
「
馬
場
五
斗
」
拯
殿

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
六
郎
衛
門

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
三
郎
衛
門

　
　

〽
二
斗　

左
衛
門
太
郎

　
　

〽
二
斗　
「
三
斗
」
四
郎
衛
門

　
　

〽
二
斗　

中
務

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
若
衛
門

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
刑
部
大
夫

　
　

〽
二
斗　

介
三
郎

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
三
郎
大
夫

　
　

〽
二
斗　

神
主
殿

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
宗
現

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
与
次
大
夫

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
権
大
夫

　
　

〽
二
斗　

与
一
大
夫

　
　

〽
二
斗　

掃
部
大
夫

　
　

〽
二
斗　

宗
高

　
　

〽
二
斗　

左
衛
門
大
夫

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
藤
六
大
夫

　
　

〽
二
斗　

左
衛
門
五
郎

　
　

〽
二
斗　
「
五
斗
」
源
内
大
夫

　
　

一
斗　

掃
部
大
夫

　
　

已
上
合
六
石
一
斗

　
　

於
此
御
米
者

　
　

自
然
無
沙
汰
之
方

　
　

在
之
者
、
座
を
引

　
　

せ
可
申
候
、
衆
儀
如
此
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こ
の
文
書
は
吉
原
郷
の
中
言
社
か
ら
御
米
を
借
り
出
し
た
者
た
ち
の
日
記
（
リ
ス

ト
）
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
末
尾
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
を
含
め
て
概
略
を
現

代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

　
　

天
文
十
年
辛
丑
十
二
月
日

　
　

御
中
言
社
か
ら
借
り
た
御
米
の
記
録

　
　
（
中
略
）

　
　

以
上
合
わ
せ
て
六
石
一
斗

　

こ
の
御
米
を
万
一
返
却
し
な
い
者
が
あ
れ
ば
、
中
言
社
の
宮
座
か
ら
外
し
ま　
　

す
。
以
上
の
よ
う
に
衆
議
を
し
て
決
め
た
。

　

末
尾
の
六
石
一
斗
は
中
略
し
た
リ
ス
ト
（
元
筆
）
の
総
合
計
で
あ
る
。
ま
た
「
〽
弐

斗
「
新
五
斗
」
新
介
方
」
の
よ
う
な
記
述
は
、
当
初
（
元
筆
）
の
二
斗
に
加
え
て
新
た

に
五
斗
を
中
言
社
か
ら
借
り
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
借
米
は
出
挙
米

で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
御
借
米
を
返
済
し
な
い
者
が
い
た
ら
、
そ
の
者
を
中
言
社
の
宮
座
か
ら
外
す
。

以
上
の
よ
う
に
衆
議
を
し
て
決
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
文
書
は

単
な
る
日
記
で
は
な
く
、
衆
議
定
書
だ
と
判
明
す
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
史
料
３
・
二
五
一
号
文
書
を
、
一
五
四
一
（
天
文
一
〇
）
年
一
二

月
御
中
言
社
御
米
衆
議
定
書
と
命
名
す
る
。

　

今
回
の
調
査
で
、
前
稿
を
以
下
の
よ
う
に
補
訂
し
、
追
加
す
る
。

史
料
１  

一
四
四
六
（
文
安
三
）
年
九
月
日
五
ヶ
庄
四
ヶ
郷
笠
懸
射
手
置
文
（
林
家
文

書
九
六
号
）

史
料
２　

一
四
九
五
（
明
応
四
）
年
正
月
九
日
和
太
荘
吉
原
座
衆
中
置
文
（
林
家
文
書

一
五
八
・
一
六
三
号
）

史
料
３  

一
五
四
一
（
天
文
一
〇
）
年
一
二
月
御
中
言
社
御
米
衆
議
定
書
（
林
家
文
書

二
五
一
号
）

  

前
稿
で
狭
義
の
村
落
定
書
二
通
（
置
文
と
定
書
）
を
新
た
に
見
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、

私
が
把
握
し
て
い
る
村
落
定
書
は
三
〇
四
通
と
な
っ
た
と
記
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

村
落
定
書
二
通
（
置
文
二
通
）
を
新
た
に
見
出
し
た
と
修
正
す
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
今
回
の
調
査
で
、
衆
議
定
書
（
史
料
３
）
を
新
た
に
見
出
し
た
。

　

前
著
『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
』
の
村
落
定
書
総
数
に
、
置
文
二
通
と
衆
議
定

書
一
通
を
追
加
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
、
私
が
把
握
し
て
い
る
村
落
定
書
は
三
〇
五

通
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
未
知
の
村
落
定
書
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
付
記
】　

今
回
の
調
査
出
張
を
設
定
し
て
下
さ
っ
た
和
歌
山
県
立
博
物
館
の
坂
本
亮

太
氏
、
調
査
の
手
続
き
な
ど
を
整
え
て
下
さ
っ
た
和
歌
山
市
立
博
物
館
の
小
橋
勇
介

氏
、
な
ら
び
に
林
家
文
書
の
調
査
及
び
写
真
の
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
和
歌
山

市
立
博
物
館
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

な
お
本
研
究
は
、
神
奈
川
大
学
常
民
文
化
研
究
所
共
同
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果

で
あ
る
。
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